RalGAPの発現低下は前立腺発癌過程において、前立腺上皮細胞の浸潤能を亢進し上皮内腫瘍から癌への進行を促進する。 by Uegaki, Masayuki
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Ral の下流分子 FLNA は発現低下すると遊走能及び浸潤能が促進することが報告されて




は影響しなかった。同様に PC3 control群、mut-RalGAPα2群及び MDA PCa 2b shRalGAP
α2群において RalA/B阻害薬を投与すると浸潤能は低下したが、PC3 wt-RalGAPα2群及
びMDA PCa 2b control群の浸潤能には影響しなかった。 
さらにPC3 control群、mut-RalGAPα2群の細胞は紡錘形を呈したが、wt-RalGAPα2群
及び BQU57の投与によって円形に変化した。また MDA PCa 2b shRalGAPα2群の細胞は紡
錘形を呈したが、BQU57の投与によって、MDA PCa 2b control群と同様に円形に変化した。
以上より、RalGAPα2が発現低下した前立腺癌細胞はRalの活性亢進を介して遊走能及び
浸潤能が促進されるが、RalA/B阻害薬の投与により抑制される可能性が示唆された。 



















前立腺上皮内腫瘍に対する RalGAPα2の機能を in vivoで解析するために、Pten
の前立腺上皮特異的ノックアウトマウス(PSACre-ERT2;Ptenflox/flox)と Ralgapa2 ノックア
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